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 第 2 章ではモンモリロナイトへのカフェインの吸着特性の把握及び吸着機構につい
ての仮説提示を行った。カフェイン吸着試験によって作成した吸着等温線は Langmuir
の吸着等温式でよく近似された（R2 = 0.985、RMSE: 0.019）。最大吸着量 QMax は 0.40 






の相互作用、(3)層間イオンとの相互作用の 3 種類を提示し、特に第 2 章ではイオン交
換反応による吸着についての検証を実施した。 pH が異なる条件でカフェイン吸着試験













検討し、特に QMax と親水性及び CEC で高い正相関が示された。一方、 KLang と親水性は
高い負相関を示した。焼成によってモンモリロナイトの吸着水及び構造水が脱水し、






用が強くなったことで KLang が大きい結果となったと考えられた。  
 
















 第 5 章では、カフェインが吸着したモンモリロナイトの表面観察を行い、カフェイ
ンの吸着サイトについて考察を行った。XRD、SPM、及び、DRIFTS(diffuse reflectance 







イトでシロキサンの Si-O の伸縮結合及び Si-OH の OH 結合に由来するピークが減衰し
たことが示され、これらの官能基がカフェインの吸着サイトとして関与したことが示





 第 6 章は結論であり、本論文で得られた成果について要約し、今後の課題を示して
いる。 
（続紙 ２ ） 
 

































成 29 年 8 月 25 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行って、申請者が
博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認めた。 
 
